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科学技術分野の文部科学大臣表彰
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文部科学省は、科学技術に関する研究開発、理解増進等において顕著な成果を収めた者について、
その功績を讃えることにより、科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、もって我が国の科学技術
水準の向上に寄与することを目的として、科学技術分野の文部科学大臣表彰を行っています。

○科学技術賞（開発部門、研究部門、科学技術振興部門、技術部門、理解増進部門）
○若手科学者賞
○創意工夫功労者賞
○研究支援賞

研究支援賞：科学技術の発展や研究開発の成果創出に向けて、高度で専門的な技術的貢献を
通じて研究開発の推進に寄与する活動を行い、顕著な功績があったと認められる個人又はグ
ループ（10 件程度） R5年度は応募件数30件、受賞件数10件（12名）

皆様も応募されては如何でしょうか！



略歴
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・S58年4月~H元年2月
東京工業大学 精密工学研究所（現：未来産業技術研究所） 文部技官
主業務：機械工場にて依頼品加工による研究支援

・H元年2月~
茨城大学 工学部 機械工学科 生産技術工学講座 文部技官

H21年度までの主業務：材料強化や特殊加工法に関する研究支援、
  実験実習授業支援

H22~現在までの主業務：ものづくり教育研究支援ラボ（以下ものづくり
ラボ）における研究支援、実習授業支援

技術職員歴41年目 現在も研究支援業務を継続中



「ものづくりラボ」とは

4

・主に金属材料の切削や研削加工が出来る施設

所有機械
・NC加工機：ワイヤ放電加工機、3Dプリンター、マシニングセンター、
平面研削盤、NC旋盤 など
・汎用機：旋盤・フライス盤・ボール盤、バンドソー など

使用者とその利用目的
・工学部教員や学生の実験装置作製や改良、試験片の作製 など
・工学部学生の機械加工実習教育



研究支援の代表的な事例

1. 銅板の割裂加工（H25 サポイン事業）
独創的な加工プロセスを実現する上で必要な技術的支援を行
い、民間企業との共同研究成果として公表された。

2. 水素利用技術研究開発
NEDO事業において、オリジナルな特性評価手法に必要なジグ
の設計・加工、試験片の加工を通じて技術的支援を行い、その
結果の評価手法が国際規格として制定された。

3. 高強度アルミニウム合金の研究開発
機械的特性評価に必要なジグの設計・加工、その他試験片の
加工に関して支援を行い、その成果が論文として公表された。



割裂®は、(株)関プレスが開発した順送プレス
を利用した新規の加工方法

http://sekipress.jp/warisaki_setsugo.html
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割裂加工後に追加工を実施するに当り、局所的にどの程度加工硬化
しているかを、把握する必要があった。



その他、1ステップ当たりの加工深さの影響なども明らかにし、学会発表



さらに学会誌に論文投稿、掲載された。



研究支援の代表的な事例
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燃料電池自動車載高圧水素容器用アルミニウム材料の安全性試験

茨城大学（伊藤吾朗教授）、青山学院大学などから成る日本チーム
が世界規格としてHG-SCC(湿潤ガス応力腐食割れ)試験方法を開発

• 米国SAE(自動車技術者協会: Society of 

Automotive Engineers)にも採用された。
• GTR(Global Technical Regulation)(＝国連
基準)となるか審議中。

日本高圧力技術協会(HPI)からHPIS E 103:2018として発行された。



荷重負荷時の様子
(赤枠内が試験片)

規格策定の基となるデータ取得に多数回の試験が必要

しかし１回の試験に最短でも90日かかる規格のため、多数の試験片
を一度に試験する必要があった。

そのための試験治具、および試験片の大量作製に貢献

試験片

矢印方
向から見
た写真

湿潤大気環境(25℃, 90%RH)で
の試験。実際には環境ボックス中に
16個の治具＋試験片がセット可能
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公益財団法人軽金属奨学会からの寄付金: 統合的先端研究
「超高強度アルミニウム合金中の溶質配置のナノスケール解析」
研究代表者: 茨城大学 倉本繁 教授

引張試験片などの作製に貢献

学会誌に解説記事として掲載された



ご清聴ありがとうございました 

佐久間隆昭

TAKAAKI.SAKUMA.TS@VC.IBARAKI.AC.JP（←小文字に変換）

取組紹介「ものづくり支援による研究開発への貢献」

mailto:Takaaki.sakuma.ts@vc.ibaraki.ac.jp
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